
日
産
自
動
車
の
西
川
奮
い
か
わ
)

入
社
良
策
最
高
経
営
責
任
者
、
(
C
置

写
真
)
が
、
取
締
役
会
に
よ
っ
て
辞

追
い
込
ま
れ
た
。
仏
紙
の
フ
ィ
ー
労

「
被
告
が
、
㍉
6
月
に
月
刊
三
文
塾
蕃

秋
」
で
告
発
し
た
。

「
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
前
会
長
の
逮
捕
が

ら
1
 
0
カ
星
今
度
は
『
ブ
ル
ー
ヌ
ス
』
臆
が

追
放
さ
れ
空
と
報
じ
た
。

待
倭
国
を
、
ュ
週
間
ず
ら
す
こ
と
で
多
額

現
経
営
陣
の

の
現
金
を
手
に
も
牽

、
田
中
氏
の
話
中

「
西
川
氏
は
-
之
0

し
き
〃
を
指
摘
し

0
5
年
か
ら
剖

で
き
た
評
論
家
の

申
康
夫
氏
が
語

景
勝
隼
に
蕃

E
O
兼
副
会
長
。

い
出
ず
急
先
鋒
(
せ
ん
ぽ
雪
、
だ
っ
た
西

ン
氏
の
〃
頼
政
需

知
ら
な
か
っ
た
』
こ

い
。
な
の
に
、
検
察

室
ゴ
十
ン
民
は
辞
め
る
と
き
に
一
(
株
価

っ
た
、
と
も
み
ら
拘
る
」

運
動
の
報
酬
を
)
へ
も
撃
つ
こ
と
に
な
っ

い
た
が
、
西
川
氏
は
既
に
4
7
0
0
市

高
じ
く
こ
の
間
題
に
詳
し
い
金
壇

係
者
が
言
っ
た
。
一

ら
っ
で
い
窒

デ
リ
ー
氏
脂
弁
護
士
で
、
/
蓑
切

四
川
氏
が
安
全
で
あ
る
の
は
二
木
公

だ
』
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
一
『
自
分
よ
り

西
川
民
の
方
が
悪
質
な
の
だ
』
と
。

ら
へ
月
刊
誌
に
告
発
の
イ
ン
タ
ビ
ユ
一
-

載
せ
た
」
　
-

蓑
襲
蕃
堅
表
出
で
犬
掻
き
に
な

西
川
厩
肥
と
つ
て
、
一
急
速
な
業
績
悪

通
風
と
な
ら
た
つ
ュ
9
年
4
つ
℃
月
難

語
、
営
業
利
益
が
前
年
同
期
よ
り
野

り
、
同
月
の
株
主
撥
会
は
荒
れ
た
宇
田
串

良

の

解

説

。

　

　

　

、

三

「
機
関
投
資
家
で
あ
る
三
菱
U
F
J
信

・
云
%
減
っ
だ
」

そ
し
て
、
こ
う
結
ん
だ
。
　
　
-

園
　
丁
今
後
、
日
本
で
司
法
取
引
は
難
し
く

な
る
が
も
じ
れ
な
ー
ー
撃
自
分
た
ち
の

講
鶉
醗
絹
粥
望
使

金
融
関
係
者
が
言
っ

「
西
川
民
は
『
日
産
を
立
て

の
使
命
善
と
言
っ
-
て
い
意
が
、
む
な

株
主
総
会
は
何
と
か
乗
り
切
っ
だ
が
、
、

の
後
の
社
内
調
査
で
、
株
価
連
動
型
の

し
い
一
③
今
後
は
ル
ノ
ー
の
立
場
が
強
く
恵
)

る
∵
ゴ
寸
ン
民
ら
は
数
百
億
円
の
会
社
の

繋
醗
難
縫
鰭
詣
諸

法
取
引
の
前
例
が
さ
ほ
ど
な
い
の
で
、
亭

惑
っ
て
い
る
の
が
。
「
金
融
庁
が
特
別
査
察
-

串
良
が
続
け
た
。
一

に
入
る
べ
き
だ
」

(
政
治
評
論
家
)


